
第７章 点検・保守 

本装置をより長く快適にお使いいただくために、定期的に行っていただきたい

点検と保守について説明します。 

 

８９ 
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７.１ 点検・保守項目リスト 

■点検項目リスト 

各項目の説明については、「７.２ 点検」を参照してください。 

以下の点検項目リストにあげた項目が正常に動作しないときは、お買い上げ

店または当社にご連絡ください。 

 

表７.１ 点検項目リスト 

動作点検項目 点検時期 

主電源スイッチ（電源用漏電遮断

器）の動作テスト 
１回／１ヵ月 

温度過昇防止器の動作テスト 運転開始前 

温度過冷防止器の動作テスト 運転開始前 

加湿皿、水位調節器の水位確認 

（ＳＨのみ） 

・１回／３ヵ月 

・設置場所を変更したとき 

「４.４ 水位を確認する」参照 

槽内撹拌用送風機の動作確認 
・１回／１ヵ月 

・長時間連続して運転する前 

 

■保守項目リスト 

各項目の説明については、「７.３ 保 守」を参照してください。 

 

表７.２ 保守項目リスト 

保守項目 時 期 

給水タンクの清浄（ＳＨのみ） １回／１ヵ月 

加湿皿の清掃（ＳＨのみ） １回／１ヵ月 

槽内の清掃 運転開始前 

給水ポンプ用フィルタの点検 

（ＳＨのみ） 
１回／６ヵ月 

連装タンク給水回路用フィルタの

清掃（オプション連装タンク給水回

路のみ） 

１回／１ヵ月 

長期間使用しない場合の処置 長期間使用しないとき 
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７.２ 点 検 

主電源スイッチ（電源用漏電遮断器）の動作テスト 

１ヵ月に１回または長期間連続して運転する前に、主電源スイッチ（電源用

漏電遮断器）の動作をテストしてください。 

主電源スイッチ（電源用漏電遮断器）がＯＮの状態で、テストボタン（赤色の

ボタン）を軽く押します。テストボタンを押して、主電源スイッチ（電源用漏電

遮断器）のレバーが落ちれば正常です。 

 

 

 

テストボタン 

電源ＯＮ時 

電源ＯＦＦ時 

 

図７.１ テストボタン 

 

温度過昇防止器の動作テスト 

運転を開始する前に、温度過昇防止器の動作テストを行ってください。 

 

１. 主電源スイッチがＯＮになっていることを確認します。 

 

手 順

２. 電 源 キーを押して、計装の電源をＯＮにします。 

現在の槽内の温度と湿度が表示されます。（湿度はＳＨのみ） 

 

３. 定値運転 開始/終了 キーを押します。 

装置の運転が開始されます。 

 

４. 温度過昇防止器の設定を槽内の温度より、５℃程度低い温度に設定しま

す。 

温度過昇防止器が正常な場合、ブザーが鳴り、計装に警報を示す画面

が表示されます。設定器の表示部は、全桁点滅します。 

ブザーが鳴らない場合は異常があります。お買い上げ店または当社にご

連絡ください。 
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 表示部 

アップキー ダウンキー

 

図７.２ 温度過昇過冷防止器 

 

５. ブザーを止めるには、
 

キーか
 

キーを押します。 

温度過昇防止器の設定を元の値に戻します。 

 

温度過冷防止器の動作テスト 

運転を開始する前に、温度過冷防止器の動作テストを行ってください。 

 

１. 主電源スイッチがＯＮになっていることを確認します。 手 順

 

２. 電 源 キーを押して、計装の電源をＯＮにします。 

現在の槽内の温度と湿度が表示されます。（湿度はＳＨのみ） 

 

３. 定値運転 開始/終了 キーを押します。 

装置の運転が開始されます。 

 

４. 温度過冷防止器の設定を槽内の温度より、５℃程度高い温度に設定しま

す。 

温度過冷防止器が正常な場合、ブザーが鳴り、計装に警報を示す画面

が表示されます。設定器の表示部は、全桁点滅します。 

ブザーが鳴らない場合は異常があります。お買い上げ店または当社にご

連絡ください。 

 

 表示部 

アップキー ダウンキー

 

図７.３ 温度過昇過冷防止器 

 

５. ブザーを止めるには、
 

キーか
 

キーを押します。 

温度過冷防止器の設定を元の値に戻します。 
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槽内撹拌用送風機の動作確認 

１ヵ月に１回または長期間連続して運転する前に槽内撹拌用送風機の動作

確認を行ってください。 

 

１. 主電源スイッチがＯＮになっていることを確認します。 

 

手 順

２. 電 源 キーを押して、計装の電源をＯＮにします。 

現在の槽内の温度と湿度が表示されます。 

 

３. 扉警告待ち時間設定が１８０秒に設定されていることを確認します。 

設定方法はリファレンス編「６.２ 装置の環境を設定する」を参照してくだ

さい。 

 

４. 槽内温度を２０℃、冷凍能力をＯＦＦに設定します。 

温度の設定方法は「５.４ 槽内温湿度を設定する」を、冷凍能力の設定

方法は「６.１ 冷凍能力の制御方法を設定する」を参照してください。 

 

５. 定値運転 開始/終了 キーを押します。 

装置の運転が開始されます。 

 

６. 試験槽扉を開け、槽内撹拌用送風機が異常に振動していないことを確認

します。 

 

７. 扉を閉め、装置背面の槽内撹拌用送風機から異音が出ていないことを

確認します。 

 

ファンが異常に振動していたり、送風機から異音が出ている場合は、送風機

もしくはファンの異常の可能性があります。 

お買い上げ店または当社にご連絡ください。 

 

参 考 動作確認中、扉を開けたまま１８０秒経過すると、計装表示部に

「 」が表示され、送風機が停止しますが、送風機の異常ではありま

せん。
 

キーか
 

キーを押してブザーを止めてください。 

次に扉を閉め、アラームを解除し、再度扉を開けて送風機の動作確認を

継続してください。 
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７.３ 保 守 

給水タンクの清浄（ＳＨのみ） 

 

１. 水回路ボックスから給水タンクを取りはずします。 

 

手 順

２. 給水口キャップを開け、給水口から約５００ｃｃの水を入れ、給水口キャッ

プを閉じます。 

 

３. 給水タンク内がきれいになるように、給水タンクを上下左右に揺り動かしま

す。 

 

 注 意 

 水回路接続用プラグに強い衝撃を与えないでください。 

水回路接続用プラグが故障し、給水不良もしくは水漏れを起こす可

能性があります。 

 

４. 給水口キャップを開け、排水します。 

 

５. 手順２～４を２～３回繰り返します。 

 

６. 給水タンクを元どおり取り付けます。 

 

加湿皿の清掃（ＳＨのみ） 

 

必ず実施（ 注意） 

 安全のために必ず手袋を着用してください。 

槽内には突起部や鋭利な形状の部分があるため、切傷などに注意

してください。 

 加湿皿の清掃は、槽内温度が室温付近になってから行ってく

ださい。 

やけどまたは凍傷をおこすことがあります。 

 必ず主電源スイッチを切った状態で作業を行ってください。 

電源を入れたまま作業を行うと感電するおそれがあります。 
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運転を行っていくと、加湿皿や加湿用ヒータにゴミや不純物などが付着してい

きます。加湿皿や加湿用ヒータの寿命を長くするために、１ヵ月に１度これら

の付着物を取り除いてください。試験が終わるたびに加湿皿の水を排出する

と、付着しにくくなります。 

 

１. 試験槽扉を開けます。 

 

手 順

２. 保護板を固定しているねじ（２本）を外し、保護板を取り外します。 

 

 保護板

試験槽

ねじ

 

図７.４ 保護板の取りはずし 

 

３. ブラシなどで加湿皿と加湿用ヒータの表面を清掃します。 

 

４. 手順２の逆手順で保護板を取り付け、試験槽扉を閉めます。 

 

槽内の清掃 

槽の内面にほこりや不純物が付着していると、正確な試験結果が出ない恐

れがあります。運転開始前に槽内を清掃してください。 

 

１. 試験槽扉を開きます。 手 順

 

２. 槽内をやわらかい布などで拭きます。 

 

３. 試験槽扉を閉めます。 
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給水ポンプ用フィルタの点検（ＳＨのみ） 

 

必ず実施（ 注意） 

 点検および清掃は、装置停止時に行ってください。 

 点検および清掃前に加湿皿と給水タンク水位センサ容器の

排水を行ってください。 

排水を行わないで清掃すると水漏れします。（排水方法は「４.２ 排

水工事を行う」を参照してください。） 

 点検および清掃前に給水タンクを水回路ボックスから取りは

ずしてください。 

給水タンクを取りはずさないで清掃すると水漏れします。 

 清掃後は、加湿皿、水位調節器への給水、排水を２～３回

繰り返し、配管内のゴミや異物を排出してください。 

 

給水タンク水位センサ容器内の給水ポンプ用フィルタにゴミがたまると、給水

不良の原因になります。６ヵ月に１回点検を行ってください。 

 

1. 主電源スイッチがＯＦＦになっていることを確認します。 

 

手 順

２. 給水タンクを水回路ボックスから取りはずします。 

 

３. 水回路ボックス背面の水回路ボックス背面板の止めねじ（４本）をプラスド

ライバではずし、水回路ボックス背面板を取りはずします。 

※背面板上部を手前に引き上にずらすようにすると、簡単に取りはずせま

す。 

水回路ボックス背面板 

止めねじ 

 

図７.５ 水回路ボックス背面板の取りはずし 
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４. 付属の加湿皿排水用ホースを装置背面の加湿皿排水用プラグに接続し、

水を排出します。 

 

５. 付属の給水タンク水位センサ容器排水用ホースを給水タンク水位センサ

容器排水用ソケットに接続し、水を排出します。 

 

６. 給水タンク水位センサ容器内の給水ポンプ用フィルタの汚れを点検しま

す。目づまりをおこす程ごみが付着している場合は、サービスコールする

か、以下の手順で給水ポンプ用フィルタを清掃してください。 

 

給水ポンプ用フィルタの清掃（ＳＨのみ） 

 

1. 給水タンク水位センサ容器の止めねじ（２本）をプラスドライバではずしま

す。 

手 順

 

止めねじ

 

図７.６ 給水タンク水位センサ容器止めねじの取りはずし 

 

 

 

水回路接続用 

ソケット保持板 

水回路接続用 

ソケット 

水回路配管用

クランプ ２  水回路配管用

クランプ １  

給水タンク水位 

センサ容器 

給水ポンプ用

フィルタ 

水回路配管用 

クランプ ３  

 

図７.７ 給水ポンプ用フィルタの清掃 
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２. 水回路配管用クランプ １ ２ ３ をペンチを使ってゆるめ、部品と配管チ

ューブを分離します。 

 

水回路配管用クランプ 

①ゆるめる 

配管チューブ 

②ずらす 

配管ポート 

 

図７.８ 水回路配管用クランプの取りはずし 

３. 給水タンク水位センサ容器を手前に引き出し、給水タンク水位センサ容

器の蓋およびスペーサを取りはずします。 

 

４. 給水タンク水位センサ容器から給水ポンプ用フィルタを取り出します。 

 

 

 

給水ポンプ用フィルタ 

給水タンク水位センサ容器 

給水タンク水位センサ容器蓋給水タンク水位 

センサ容器スペーサ

凹部

凸部

 

図７.９ 給水ポンプ用フィルタの取り出し 

５. フィルタに付いたゴミを水で洗い流します。 

 

６. 逆の手順で元どおりに戻します。 

このとき給水タンク水位センサ容器スペーサは、スペーサ側の凸部が水

位センサ容器側の凹部にはまり込むよう方向を間違わないように、また傾

かないように設置してください。 
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連装タンク給水回路用フィルタの清掃（オプション連装タンク給水回路のみ） 

 

連装タンク給水回路用電磁弁にゴミが入るのを防ぐため、連装タンク給水回

路の入口にフィルタが備えられています。 

１ヵ月に１回、必ず清掃してください。 

 

 

 

カップ 
パッキン フィルタ 

エアー抜きねじ 

 

図７.１０ 連装タンク給水回路用フィルタ 

 

必ず実施（ 注意） 

 清掃は、装置停止時に行ってください。また、清掃後は加湿

皿水位センサ容器への給水操作とエアー抜きを行ってくださ

い。 

エアー抜き操作をすることで、給水量が適正に保持されます。 

 清掃時は、フィルタから連装タンクを取りはずすか、給水回路

を完全に遮断してください。 

フィルタに水が供給された状態でカップを開けると水が流れ出ま

す。 

 清掃時に、カップの下に布などを敷いておいてください。 

カップを開けるときに、内部に溜まった水がこぼれることがあります。 

 

１. 主電源スイッチがＯＦＦになっていることを確認します。 

 

手 順

２. フィルタから連装タンクを取りはずします。 

 

３. フィルタのカップを回してはずします。 

カップに溜まった水がこぼれるので、布などを下に敷いておいてください。 

 

４. フィルタをフィルタ本体から引き抜きます。 

 

５. フィルタに付いたごみを水で流します。 

 

６. 逆の手順で元に戻します。 
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７. 給水操作を行います。 

温湿度運転を行ってください。 

 

８. エアー抜きねじをはずし、水が涌き出したら、ねじをしめ直してエアー抜き

をします。 

 

長期間使用しない場合の処置 

装置を長期間使用しない場合は、以下の作業を必ず行ってください。以下の

作業を行わないと、適切な試験を行えなくなったり、装置の寿命を短くする恐

れがあります。 

 ウイックパン、加湿皿、給水タンク、給水タンク水位センサ容器の水を排出

する（ＳＨのみ） 

 乾燥運転する 

 主電源スイッチ、一次側電源をＯＦＦにする 

 

■乾燥運転する 

槽内を乾燥させるために運転を行います。 

加湿皿排水用ホースを本体背面の加湿皿排水用プラグに接続し（ＳＨのみ）、

温度設定７０℃、湿度設定ＯＦＦ、冷凍能力の設定を「 」もしくは

「 」で約６０分定値運転します。その後、運転を停止し、試験槽扉を開

け、約３０分間放置します。 

 

１. 主電源スイッチがＯＮになっていることを確認します。 手 順

 

２. 加湿皿排水用ホースを本体背面の加湿皿排水用プラグに接続します。

（ＳＨのみ） 

接続方法は「４.２ 排水工事を行う」を参照してください。 

 

３. 槽内温度を７０℃、槽内湿度をＯＦＦ（ＳＨのみ）、冷凍能力の設定を

「 」もしくは「 」に設定します。 

 

４. 定値運転 開始/終了 キーを押して運転を開始します。 

試験槽扉を閉じた状態で約６０分間運転し、その後、運転を停止し、試験

槽扉を開け、約３０分間放置します。 

 

５. 試験槽扉に水が付着していないことを確認後、試験槽扉を閉め、加湿皿

排水用ホースをはずします。 

 

■電源を切る 

主電源スイッチをＯＦＦにした後、一次側電源もＯＦＦにしてください。 

 

１００ 



第８章 トラブルシューティング 

本装置のトラブルとその処置方法について説明します。 

本装置の自己診断機能がトラブルを検知すると、計装表示部にトラブル内容

を表示し、ブザーでトラブルを知らせます。自己診断できないトラブルや故障

とまちがえやすい操作ミスについては、「８.２ 故障とおもったら？」をお読みく

ださい。 

なお、この章はオプションに関する内容も含んでいます。 

 

１０１ 
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８.１ 警報とその処置 

 危 険 

 主電源スイッチ（漏電遮断器）の一次側の処置をするときは、

必ずお客様設備の電源開閉器をＯＦＦにして非通電状態で行

ってください。また、不用意に通電されることがないように処置

してください。 

電源がＯＮの状態でトラブルの処置をすると、感電する恐れがあり、

非常に危険です。 

 装置天井、機械室カバーを開けるときは、必ず主電源スイッ

チをＯＦＦにしてから開けてください。 

 

本装置には、トラブルを検知するとブザーを鳴らし、その内容を計装の表示

部に表示する自己診断機能があります。 

表示されるトラブルの内容については、次ページ以降の警報一覧に記してい

ます。内容に対応する処置を施してください。 

また、自己診断されないトラブルが発生した場合の処置方法については、「８.

２ 故障とおもったら？」に説明しています。処置を施しても装置が正常に動

作しない場合は、お買い上げ店または当社にご連絡ください。 

異常と警告について 

警報の内容には、異常と警告の２種類があります。 

異常： 警報の要因が解除されても、自動的に通常の制御には戻りません。

エラーメッセージに対応した処置が必要になります。 

警告： 警報の要因が解除された場合、自動的に通常の制御に戻ります。 

ただし、警報表示は何らかのキーを押すまで継続します。 
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警報の処置方法 

本装置にトラブルが発生し、自己診断機能が働いた場合の処置方法を説明

します。ブザー鳴動時、計装の何れのキーを押してもブザーを止めることがで

きますが、できる限り下記の手順にて処置を施してください。 

■異常の場合 
 

１. 計装の
 

キーか
 

キーを押して、ブザーを止めます。 手 順

 

２. 計装の表示部に表示されているエラーメッセージを確認します。 

（ ××） 
 

３. 装置が運転されている場合、 運転 開始/終了 キーを押して、運転を終

了します。 
 

４. 計装の電源がＯＮになっている場合、 電源 キーを押して、計装の電源を

ＯＦＦにします。 
 

５. 主電源スイッチをＯＦＦにします。 
 

６. 次ページ以降の警報一覧を参照し、計装の表示部に表示されていたエラ

ーメッセージに対応した処置を施します。 
 

７. 再度、運転を行うときは、主電源スイッチ、計装の順に電源をＯＮにし、運

転を開始します。 
 

■警告の場合 

 

手 順 警報の要因が継続中のとき 

１. 計装の表示部に表示されているエラーメッセージを確認します。 

（ ××） 
 

２. 計装の
 

キーか
 

キーを押して、ブザーを止めます。 

 

３. 次ページ以降の警報一覧を参照し、計装の表示部に表示されていたエラ

ーメッセージに対応した処置を施します。 

（警報の要因が無くなれば、通常の制御に戻り、警報表示は解除されま

す。） 
 

警報の要因が解除済みのとき 

１. 計装の表示部に表示されているエラーメッセージを確認します。 

（ ××） 
 

２. 計装の
 

キーか
 

キーを押して、ブザーを止めます。 

（警報表示は解除されます。） 
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警報一覧 

表８.１ 警報一覧 

異
常
／
警
告 

ディスプレイ表示／ 

［通信機能（オプショ

ン） 

での表示］ 

内容 原 因 処 置 

異
常 

 

 

 

 

〔０〕 

温（湿）度指示調節器の室温補償入

力が断線したので装置の制御を停止

しています。 

制御基板（ＥＳ１０２Ｃ）

のＲＴＤ端子の「ゆる

み」か基板上部品の断

線です。 

電源 キーをＯＦＦにしたあと、運転を

再開してください。運転再開後も再発

する場合、サービスコールしてくださ

い。 

異
常 

 

 

 

 

〔０〕 

温（湿）度指示調節器の乾球温度入

力が断線したので装置の制御を停止

しています。 

制御基板（ＥＳ１０２Ｃ）

のＣＨ１端子の「ゆるみ」

か接続されている熱電

対の断線です。 

電源 キーをＯＦＦにしたあと、運転を

再開してください。運転再開後も再発

する場合、サービスコールしてくださ

い。 

異
常 

 

 

（ＳＨのみ） 

 

〔０〕 

温（湿）度指示調節器の湿球温度入

力が断線したので装置の制御を停止

しています。 

制御基板（ＥＳ１０２Ｃ）

のＣＨ２端子の「ゆるみ」

か接続されている熱電

対の断線です。 

電源 キーをＯＦＦにしたあと、運転を

再開してください。運転再開後も再発

する場合、サービスコールしてくださ

い。 

警
告 

 

 

 

 

 

 

〔１〕 

槽内温度が、設定されている温度警

報の上限偏差値を超えたので復帰す

るまで加熱制御を停止しています。 

槽内の供試品からの

発熱により測定温度が

上昇したか、温度警

報・上限偏差値が低め

に設定されています。 

槽内の発熱物を取り除き、温度警

報・上限偏差値は１０℃を目安に設

定してください。槽内温度が槽内設定

温度に下がれば装置は通常制御に

戻り、
 

キーまたは
 

キーによっ

て警報は解除されます。 

異
常 

 

 

 

 

 

 

〔２〕 

槽内温度が、設定されている温度警

報の上限絶対値を超えたので、装置

の制御を停止しています。 

槽内の供試品からの

発熱により測定温度が

上昇したか、温度警

報・上限絶対値が低め

に設定されています。 

電源 キーをＯＦＦにしたあと、槽内の

発熱物を取り除き、温度警報・上限

絶対値を槽内の設定温度より約１

５℃高めに設定してください。運転再

開後も再発する場合はサービスコー

ルしてください。 

異
常 

 

 

 

 

 

 

 

〔３〕 

槽内温度が設定されている温度警報

の下限絶対値を下回ったので、装置

の制御を停止しています。 

槽内への外気侵入、

冷凍能力の過剰、ある

いは槽内に設置されて

いる冷却源の影響が

考 え ら れ ま す 。 ま た

は、温度警報・下限絶

対値が高めに設定さ

れています。 

電源 キーをＯＦＦにしたあと、試験

槽扉やケーブル孔を確認し、槽内の

冷却源過剰の場合は設置数量を少

なくしてください。運転再開後も再発

する場合はサービスコールしてくださ

い。 

機械室にある冷凍機が、異常高温に

なり、冷凍機に内蔵しているオーバー

ロードリレーが動作したので装置の制

御を停止しています。 
異
常 

 

 

 

 

 

 

〔８〕 

機械室にある冷凍機が、異常圧力と

なり、高圧圧力スイッチが動作したの

で装置の制御を停止しています。 

外囲温度が高すぎる。

あるいは電源の電圧

不足が考えられます。

しばらく装置の運転を停止して、冷凍

機を冷却してください。電源電圧の確

認後、 電源 キーをＯＮにして運転を

再開してください。運転再開後も再発

する場合はサービスコールしてくださ

い。 

つづく
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異
常
／
警
告 

ディスプレイ表示／ 

［通信機能（オプショ

ン） 

での表示］ 

内容 原 因 処 置 

槽内の供試品からの

発熱により測定温度が

上昇したか、温度過昇

過冷防止器が低めに

設定されています。 

電源 キーをＯＦＦにしたあと、槽内の

発熱物を取り除き、温度過昇過冷防

止器を正しく設定してください。運転

再開後も再発する場合はサービスコ

ールしてください。 
槽内への外気進入、

冷凍能力の過剰、ある

いは槽内に設置されて

いる冷却源の影響が

考 え ら れ ま す 。 ま た

は、温度過昇過冷防

止器が高めに設定さ

れています。 

電源 キーをＯＦＦにしたあと、本体

扉やケーブル孔を確認し、槽内の冷

却源過剰の場合は設置数量を少なく

してください。運転再開後も再発する

場合はサービスコールしてください。 

槽内温度が、温度過昇過冷防止器

（計装パネル）の設定値を超えた、も

しくは機械室にある槽内攪拌用送風

機周辺が、異常高温になり、送風機

に内蔵している温度スイッチが動作し

たので装置の制御を停止しています。

（設定器表示部、全桁点滅する） 

 

送風機モータの過負

荷運転です。 

しばらく装置の運転を停止して、送風

機 を 冷 却 し て く だ さ い 。 そ の 後 、

電源 キーをＯＮにして運転を再開し

てください。運転再開後も再発する場

合はサービスコールしてください。 

異
常 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔１２〕 

温度過昇過冷防止器用温度検出端

の異常 

（設定器表示部、バーンアウト表示 

”---”する） 

温度過昇過冷防止器

の端子の「ゆるみ」か

接続されている熱電対

の断線です。 

電源 キーをＯＦＦにしたあと、運転を

再開してください。運転再開後も再発

する場合、サービスコールしてくださ

い。 

警
告 

 装置運転中に扉開放を検出し、所定

の時間が経過したため、運転を一時

停止しています。 

（ただし、冷凍能力は最小に（状況に

応じて冷凍機を停止）しています。） 

「試験槽扉」が開放さ

れたか、閉め方が不十

分です。 

試験槽扉を正しく閉めれば運転は再

開されます。再開後、
 

キーまた

は
 

キーによって警報は解除され

ます。 

異
常 

 

 

 

 

 

〔２１〕 

加湿器の表面温度が上昇して加湿

器用空焚防止器が動作したので湿度

運転を中止し、温度運転を継続して

います。 

加湿器の表面温度が

規定水準を超えていま

す。 

電源キーをＯＦＦにしたあと、ウイックパ

ン水位調節器の水位を確認、調整し

てください。その後しばらく装置の運転

を停止して、加湿器を冷却してくださ

い。運転再開後も再発する場合、サー

ビスコールしてください。 

警
告 

 

 

 

 

〔２２〕 

槽内湿度が、設定されている湿度警

報の上限絶対値を超えたので、復帰

するまで加湿器制御を停止していま

す。 

湿度警報・上限絶対

値が低めに設定されて

います。 

湿度警報・上限絶対値は、槽内設定

湿度より約１０％ｒｈ高めに設定してく

ださい。槽内湿度が槽内設定湿度に

下がれば、
 

キーまたは
 

キー

によって警報は解除されます。 

警
告 

 

 

 

 

〔２３〕 

槽内湿度が、設定されている湿度警

報の下限絶対値を下回ったので、復

帰するまで冷凍能力を最小に（状況

に応じて冷凍機を停止）しています。 

湿度警報・下限絶対

値が高めに設定されて

います。 

湿度警報・下限絶対値は、槽内設定

湿度より約１０％ｒｈ低めに設定してく

ださい。槽内湿度が槽内設定湿度に

上がれば、
 

キーまたは
 

キー

によって警報は解除されます。 

つづく
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異
常
／
警
告 

ディスプレイ表示／ 

［通信機能（オプショ

ン） 

での表示］ 

内容 原 因 処 置 

給水タンクの水が残り少なくなりまし

た。このまま放置されると湿度制御を

停止します。 

給水タンクの水が残り

少なくなりました。 

給水タンクに水を供給してください。

給水完了後は、
 

キーまたは
 

キーによって警報は解除されます。 

給水タンクの水がなくなりました。加湿

皿内の水で湿度制御を継続します

が、このまま放置されると湿度制御を

停止します。 

給水タンクの水がなく

なりました。 

給水タンクに水を供給してください。

給水完了後は、
 

キーまたは
 

キーによって警報は解除されます。 警
告
／
異
常 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔２６〕 

湿度運転中に加湿皿への給水が規

定時間で満水とならないので湿度運

転を中止し温度運転を継続していま

す。 

加湿給水系統（フィル

タなど）の目詰まりや水

漏れ、または供給水圧

の低下です。 

装置の運転終了後に、加湿給水系

統の確認を行ってください。給水を復

帰させ、運転再開後も再発する場

合、サービスコールしてください。 

装置の計装（ＣＰＵ基板）が、表示基

板との間に断線を検出したので装置

の制御を停止しています。 

ＣＰＵ基板／表示基板

が正しく接続できてい

ません。 

装置の主電源スイッチを、再度ＯＮに

してください。運転再開後も再発する

場合、サービスコールしてください。 

装置の計装（ＣＰＵ基板）が、システム

異常を検出したので、装置の制御を

停止しています。 

ＣＰＵ基板内部のシー

ケ ン ス タ ス ク 異 常 で

す。 

装置の主電源スイッチを、再度ＯＮに

してください。運転再開後も再発する

場合、サービスコールしてください。 

装置の計装（ＣＰＵ基板）が、システム

異常を検出したので、装置の制御を

停止しています。 

ＣＰＵ基板内部の冷凍

タスク異常です。 

装置の主電源スイッチを、再度ＯＮに

してください。運転再開後も再発する

場合、サービスコールしてください。 

異
常 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔９９〕 

装置の計装（ＣＰＵ基板）が、システム

異常を検出したので、装置の制御を

停止しています。 

ＣＰＵ基板内部の温調

タスク異常です。 

装置の主電源スイッチを、再度ＯＮに

してください。運転再開後も再発する

場合、サービスコールしてください。 

警
告 

 

 

 

これから実行しようとするプログラム運

転データ中に、範囲外の温湿度設定

値を検出したのでプログラム運転の実

行を中止しています。 

プログラム運転データ

の中に、装置の運転

可能範囲を越える温

湿度設定値が含まれ

ています。 

プログラム運転データの温湿度設定

値を再確認してください。 

警報発生画面の 解除 キーによって

警報は解除されます。 

運転データ再確認後も再発する場

合、サービスコールしてください。 
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８.２ 故障とおもったら？ 

 

 危 険 

 主電源スイッチ（漏電遮断器）の一次側の処置をするときは、

必ずお客様設備の電源開閉器をＯＦＦにして非通電状態で行

ってください。また、不用意に通電されることがないように処置

してください。 

電源がＯＮの状態でトラブルの処置をすると、感電の恐れがあり、非

常に危険です。 

 装置天面、機械室カバーは、必ず主電源スイッチ（漏電遮断

器）をＯＦＦにしてから開けてください。 

 

装置が自己診断できないトラブルや、故障と思いやすい操作ミスについて説

明します。 

処置を行っても装置が正常に動作しないときは、お買い上げ店または当社に

ご連絡ください。 

 

表８.２ 故障とおもったら？ 

内容 原 因 処 置 

一次側電源がＯＮになっていない。 一次側電源をＯＮにする。 

主電源スイッチがＯＮになっていない。 主電源スイッチをＯＮにする。 

ガラス管ヒューズが切れている。 
ガラス管ヒューズ（Ｆ１）を交換する。 

「８.３ 処置方法」を参照。 

計装パネルの 電源 キー

を押しても表示しない。 

温度ヒューズが切れている。 サービスコールしてください。 

表示部が急に消える。ま

たは、異常な表示内容

が表示される。 

システム異常または内部基板の異

常。 

装置の主電源スイッチを再度ＯＮにし

てください。運転再開後も再発する場

合は、サービスコールしてください。 

異物がはさまっている。 異物を取り除く。 

パッキンに霜が付き、硬化している。 
除霜運転を行う。 

「８.３ 処置方法」を参照。 扉が締まりにくい。 

槽内が高温高湿になり、内圧が高くな

っている。 

故障ではありません。そのまま使用し

てください。 

槽内が負圧になっている。 
故障ではありません。そのまま使用し

てください。 
扉が開けにくい。 

パッキンに霜が付き、硬化している。 
除霜運転を行う。 

「８.３ 処置方法」を参照。 

  

つづく
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内容 原 因 処 置 

ケーブル孔から外気が侵入している。

付属のケーブル孔キャップかケーブ

ル孔ゴム栓を付けてください。 
マイナス温度運転時に槽

内排水孔に、高さ５ｃｍ

以上の霜柱ができた、あ

るいは槽内が霜降り状態

になっている。（ＳＨのみ） 

扉パッキン当たり不良、扉パッキンの

劣化。 
サービスコールしてください。 

異臭が残っている。 
試験槽内を掃除する。 

「７.３ 保守」を参照。 
異臭がする。 

試料から異臭が発生している。 
故障ではありません。そのまま使用し

てください。 

観測窓（オプション） 

がくもる。 
ヒューズが切れている。 サービスコールしてください。 

装置の外側がぬれる。 外囲が高湿になっている。 
故障ではありません。そのまま使用し

てください。 

試験槽扉のロック装置

付近、扉周囲に霜が付

く。 

外囲が高湿になっている。 
故障ではありません。そのまま使用し

てください。 

扉が閉まっていない。 扉を閉める。 

ケーブル孔がふさがれていない。 
付属のケーブル孔キャップかケーブ

ル孔ゴム栓を付けてください。 

外囲温度が５℃／時間以上の変化が

ある。 

外囲温度が安定してから試験を再開

する。 

温（湿）度が不安定。 

発熱負荷の大きなものの電源がＯＮ

／ＯＦＦされている。 
発熱負荷を小さくする。 

試料の発熱負荷が大きい。 試料の発熱負荷を小さくする。 
温度が徐々に設定温度

より高くなる。 冷却器に霜が付いている。 
除霜運転を行う。 

「８.３ 処置方法」を参照。 

設定値を変更できない。 キーロックされている。 

キーロックを解除する。 

リファレンス編「６.２ 装置の環境を設

定する」を参照。 

扉が開いている。 扉を閉める。 

試料の熱負荷が大きい。 試料を少なくする。 
温度上昇（下降）時間が

長い。 
外囲温度が低すぎる（高すぎる）。 外囲温度を高くする（低くする）。 

低温から高温への移行

時に温度上昇が一旦止

まる。または下がる。 

冷却兼除湿器に霜が付いている。 

故障ではありません。そのまま使用し

てください。または、除霜運転を行う。

「８.３ 処置方法」を参照。 

槽内の風の流れが悪い。 風の流れをよくする。 

試料の熱負荷が大きい。 試料を少なくする。 
温度分布が悪い。 

冷却器に霜が付いている。 
除霜運転を行う。 

「８.３ 処置方法」を参照。 

  

つづく
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内容 原 因 処 置 

給水タンクに水がない。 給水タンクに水を足す。 

加湿皿排水用プラグに排水用ホース

を接続している（排水している状態）。 
排水用ホースを外す。 

給水タンク水位センサ容器に排水用

ホースを接続している（排水している

状態）。 

排水用ホースを外す。 

湿度運転中、加湿皿や

ウィックパンに水が入ら

ない（給水タンク水位セ

ンサ容器、加湿皿用水

位調節器に水が溜まら

ない）。 

給水ポンプ、水位センサの故障。 サービスコールしてください。 

扉やケーブル孔が開いていて蒸気が

漏れている。 
扉、ケーブル孔を閉める。 

扉のパッキンが劣化して蒸気が漏れ

ている。 
サービスコールしてください。 

温湿度制御範囲外に設定している。 制御範囲内で設定する。 

湿度が設定値まで到達

しない。 

ウィックパン、加湿皿に水が来ていな

い 

「湿度運転中、加湿皿やウィックパン

に水が入らない」の項を参照。 

扉やケーブル孔が開いていて蒸気が

漏れている。 
扉、ケーブル孔を閉める。 

扉のパッキンが劣化して蒸気が漏れ

ている。 
サービスコールしてください。 

加湿皿排水用プラグに排水用ホース

を接続している（排水している状態）。 
排水用ホースを外す。 

給水タンク水位センサ容器に排水用

ホースを接続している（排水している

状態）。 

排水用ホースを外す。 

加湿水消費量が多い。 

加湿皿水位が高く、槽内にオーバー

フローしてドレン排水されている。 

装置の水平をとっても解消しない場合

はサービスコールしてください。 
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８.３ 処置方法 

ガラス管ヒューズの交換 

ガラス管ヒューズが切れたときは、付属のガラス管ヒューズと交換してくださ

い。 

 

お願い ガラス管ヒューズを交換してもまたすぐに切れる場合は、お買い上げ店ま

たは当社にご連絡ください。 

 

 

 

１. 一次側電源をＯＦＦにします。 

 

手 順

２. 主電源スイッチをＯＦＦにします。 

 

３. ねじ（Ａ）をはずし、電装ボックス背面板と装置天井の電装ボックス蓋をは

ずします。 

 

 

 

 

ねじ（Ａ）
ガラス管ヒューズ 

電装ボックス背面板電装ボックス蓋 

 

図８.１ ガラス管ヒューズの交換 

４. 電装ボックス部品配置図を参考にヒューズの位置を確認して、切れてい

るガラス管ヒューズを新しいものと交換します。 
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除霜運転 

３０～４０℃以下での温湿度運転を行うと、冷却器に霜が付きます。以下の

ような症状が現れた場合は、除霜運転を行ってください。 

 

 槽内温湿度が乱れたり、少しずつ上昇してくる 

 扉を開けたとき、吹き出し風速が極端に弱まった 

 槽内の壁面に霜や氷が付着している 

 温湿度運転中、内槽正面板に霜が付いた状態で「 」の警報が表示

された 

 

また、パッキン霜付時の除霜運転も、同様に以下の手順で行ってください。 

 

■除霜運転のしかた 

 

１. 主電源スイッチがＯＮになっていることを確認します。 

 

手 順

２. 加湿皿排水用ホースを本体背面の加湿皿排水用プラグに接続します 

（ＳＨのみ）。 

接続方法は「４.２ 排水工事を行う」を参照してください。 

 

３. 槽内温度を７０℃、槽内湿度をＯＦＦ（ＳＨのみ）、冷凍能力の設定を

「 」もしくは「 」に設定します。 

 

４. 定値運転 開始/終了 キーを押して運転を開始します。 

試験槽扉を閉じた状態で約６０分間運転し、その後、運転を停止し、試験

槽扉を開け、約３０分間放置します。 

 

５. 試験槽扉に水が付着していないことを確認後、試験槽扉を閉め、加湿皿

排水用ホースを外します。 
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